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１）県外視察報告

１．10/9.10 全国市議会議長会研究フォーラムへ参加しました。

所属会派「市民クラブ」のメンバー６名で、盛岡市で開催された全国市議会議長

会研究フォーラムへ参加しました。

今年の研究テーマは「主権者教育」です。捉え方は様々ですが、私は「未来を担

う子供達が、統治権を持つ国民（主権者）として、国や社会の問題を自ら考え、行

動できる能力を育成すること」だと理解しています。

今回、その進め方や様々な実践事例、諸課題について学びましたが、国を作る

のは自分自身である事を、子供達にどう伝えるべきなのか考えさせられました。 学

んだ事を今後の活動に活かしてまいります。

２．10/23.24.25 市民文教委員会で視察に行ってきました。

所感：部活を運動系・文科系・理科系等にキチンと分類し、ニーズやレベル感をしっ
かりと把握した上で、地域人材や地域クラブの質及び量と照らし、受け皿の過不足を

見極める必要がある。希望者を誰一人取り残さない地域移行の手法について、引き続

き市の考えを質していきたい。

10/23 神奈川県秦野市「部活動の地域移行について」

10/24 茨城県水戸市「自治会の加入促進施策について」

所感：水戸市の地域コミュニティは高齢化の進展、自治会の担い手確保、役員の負担
軽減等の課題が山積しているが、手をこまねいているのではなく、アクションを起こ

した事に敬意を表したい。刈谷市も自治会加入促進のアイデア出しや実務サポートに

積極的に関与するよう提言していきたい。

10/25 東京都渋谷区「渋谷区子育てネウボラについて」

所感：18才までの子育てに関するあらゆる相談をワンストップで受ける施設・機能

の重要性を改めて感じた。相談の入口がどこであれ、施設内及び関係機関との連携に

より速やかに対応できる。教育センターが入居し、教育と福祉が垣根を越えて連携し

ているのも大変良い。刈谷市も機能集約できないか改めて確認してみたい。



１．１０/２０ 実証実験「アイシンXRクエスト（自転車版）」が行われました。

２）市政トピックス～スマートシティの取り組みが進んでいます。

１０/２０の刈谷産業まつりでは、夏のわんさか祭りに続き、㈱アイシン殿が開発した「アイシンXRクエスト（仮想空間（メタ

バース）を活用した交通安全教育コンテンツ）」の実証実験が行われました。

前回は歩行者版でしたが、2回目の今回は自転車版で、メタバース内に再現された刈谷駅周辺を自転車で走り、交通

ル ールを守りながら目的地を目指します。そのメインルートには、★私が危険性を問題提起している産業振興センター方

面から交通児童遊園方面に抜けるアンダーパスが設定されていました。くらし安心課さん、ご理解ご協力誠にありがとう

ございました。

私も体験させて頂きましたが、この取り組みを通じ、一人でも多くの方が安全運転を心がけて頂ける事を願います。

３）各種の秋のイベントに参加しました。

２．実証実験「刈谷スマートウェルネスプロジェクト（救急車5G映像伝送）」が行われます。

３．実証実験「刈谷放課後子育てMaaSプロジェクト」が行われます。

具体的には、救急隊員がネックレス式ホルダーを用いて患者の様子をスマートフォンで撮影し、リアルタイムで病院へ伝

送することで、より的確な医師の助言による救命活動と病院の受入体制の迅速な対応につなげる取り組みを行い、機器

搭載の有用性を検証します。

昨年に続き、１０/２８～翌年１/３１まで、５G

技術を活用した表題の実証実験が、刈谷豊

田総合病院、衣浦東部広域連合、NTTコミュ

ニケーション㈱、刈谷市の連携により行われま

す。本市の救急医療技術の更なる進化が期

待されます。

㈱アイシン、㈱名鉄スマイルプラス、刈谷交通㈱、中

央コンサルタンツ㈱、刈谷市の連携により行われます。

３小学校区の放課後児童クラブ登録児童を対象に、

「小学校」⇔「つながりス テーション」⇔「習い事先」⇔

「自宅」の間を結ぶ子どもタクシーを運行するとともに、

「つながりステーション」では、従来の宿題サポート等に

加え、企業による特別プログラムを実施し、放課後教育

が受けられる環境と居場所機能を確保します。保護者

は専用システムで予約し、今年度から有料化されます。
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